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里
へ

II
元
〃

れる 検
撚潮

事

篭
長
略
式
起
訴
」
の
狙
い

昨
年
５
月
「
賭
け
マ
ー

ジ
ャ
ン
」
が
発
覚
し
、
引

責
辞
任
し
た
黒
川
弘
務
・

元
東
京
高
検
検
事
長
（
“

Ⅱ
写
真
）
が
、
き
の
う
（
昭

日
）
、
賭
博
罪
で
略
式
起

訴
さ
れ
た
ｏ

東
京
地
検
は
昨
年
７

月
、
不
起
訴
処
分
（
起
訴

猶
予
）
と
し
て
い
た
が
、

検
察
審
査
会
が
哩
月
に

「
起
訴
相
当
」
と
議
決
し

た
こ
と
を
受
げ
て
処
分
を

一
転
さ
せ
た
形
だ
。

略

単
純
賭
博
罪
の
法
定
刑

は
、
印
万
円
以
下
の
罰
金

か
科
料
。
略
式
起
訴
は
、

公
開
の
法
廷
で
審
議
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
・
非
公
開
の

書
面
審
理
だ
け
で
罰
金
な

ど
を
求
め
る
手
続
き
だ
。

宝
皐
簡
易
裁
判
所
が
略
式

命
令
を
出
し
、
罰
金
が
納

付
さ
れ
れ
ば
、
手
続
き
は

終
わ
る
。

略
式
起
訴
し
た
こ
と
に

つ
い
て
、
東
京
地
検
は
「
検

察
審
の
議
決
を
真
筆
に
受

け
止
め
た
」
な
ど
と
コ
メ

ン
ト
し
て
い
る
が
、
黒
川

元
検
事
長
の
〃
救
済
″
に

動
い
た
の
は
明
ら
か
だ
。

も
し
、
東
京
地
検
が
再

び
「
不
起
訴
」
と
す
れ
ば
、

検
察
審
は
２
度
目
の
審
査

で
も
「
起
訴
相
当
」
と
議

決
し
、
黒
川
元
検
事
長
は

の

義且
、

一
誼
飼
道
話
」
さ
ね
正

式
裁
判
が
開
か
れ
る
可
能

性
が
あ
っ
た
。
「
強
制
起

訴
で
法
廷
に
立
た
せ
る
よ

り
、
略
式
起
訴
で
終
わ
ら

せ
た
方
が
得
策
」
と
判
断

し
た
の
は
ミ
エ
ミ
エ
で
あ

る
。
黒
川
元
検
事
長
を
刑
事

告
発
し
た
「
菅
政
権
に
よ

る
検
察
・
行
政
の
強
権
支

配
を
糺
す
《
三
の
藤
田
高

景
代
表
は
こ
う
言
う
。

「
裁
判
に
な
れ
ば
、
禁
固

以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
禁

固
刑
以
上
の
刑
が
確
定
す

れ
ば
、
黒
川
氏
は
弁
護
士

資
格
を
剥
奪
さ
れ
る
。
５

９
０
０
万
円
と
さ
れ
る
退

職
金
の
返
納
の
義
務
も
生

じ
ま
す
。
罰
金
刑
な
ら
弁

護
士
資
格
も
退
職
金
も
守

ら
れ
る
。
略
式
起
訴
は
究

極
の
救
済
策
で
す
よ
」

国
民
は
納
得
し
な
い
。


